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The purpose of this study was to examine how native speakers and learners of Japanese 
choose adjustment and what kind of phonetic problems were considered as deviations from 
language norms by native speakers. The results indicated that native speakers will use 
“clarification questions” while Japanese learners will use “positional reprise” to adjust the 

































NS が NNS の発音面で留意する点について調査した研究では、小熊（2002）が 79































者２名（JN, JH）とそれぞれ１対１で約 10 分間自由に会話をした場面である。C と









No. 調査協力者 性別 母語 年齢 日本語レベル 
１ C 男 中国（広東） 20 代前半 中級 
２ JN 男 日本語（東京） 30 代前半 ― 










以上の手順で、JN, JH が「発音が原因で理解できない」、C が「発音が原因で理解さ




  JN, JH は、C の発音が規範から逸脱していることによって「理解できない」と留意




トラテジーを用いて調整を試みているのだが、本稿では、その中で JN, JH が用いた「聞
き返しストラテジー」を、①繰り返す、②予測して質問する、③直接的に質問する、
の３つに分類した。これに、④聞き流す、を加えた４つを対象に分析を行った。同様
に、JN, JH の調整行動を受けて、C は自分の発話が理解されていないと留意し、それ
に対して否定的な評価をし、調整行動を行っているのだが、本稿では、その際に用い
られたストラテジーを「言い直しストラテジー」と名付け、①語彙を言い換える、②


























JN は 15C の「去年」と「じゅっが」「じゅうが」から「十月」であると判断し、調整













136C ：はこ、12 本、12 本<言い直し①> 
137JN ：うん、うん、うん 
 






































































































単音 音の交替（/ze/→/je/など） 9 6 
プロソディー 
①ピッチの高低（アクセント、イントネ） 9 2 
②リズム（拍の挿入、欠落） 1 5 
③ポーズ 7 1 
 
計 26 14 
 
【例５】単音についての留意 




165C が/ze/を/je/と発音したことに JH は留意をしたと述べている。だが、「外国人だ
から、日本人と違う発音でも普通だと思った。『全然中国語は使わない』とか『全部日
本語だけで話す』とか言いたいのだろうと分かった」と述べており、否定的には評価










104C ：います。えー日本の生活はとても大変  
105JN ：はは、大変？ 
 








大体 60 パーセント、70 パーセント、80 パーセント 
38C ：70 パセント 
 

















 最後に、JN, JH に①C さんと話しての感想、②外国人はどこまで日本語の発音を習
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